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久留米大学医学部・教育関連診療科として

内科につづき外科も認定
金澤瑛町長の行政報告

　

昨
年
12
月
の
町
議
会
で

標
津
病
院
の
内
科
に
つ
い

て
、
久
留
米
大
学
医
学
部

内
科
学
講
座
の
星
野
友
昭

主
任
教
授
の
ご
配
慮
に
よ

り
「
教
育
関
連
診
療
科
」

と
し
て
認
定
を
報
告
し
た

が
、
こ
の
度
、
外
科
に
つ

い
て
も
外
科
学
講
座
の
、

白
水
和
雄
主
任
教
授
の
ご

配
慮
に
よ
り
「
教
育
関
連

診
療
科
」
と
し
て
認
定
さ

れ
た
。
認
定
期
間
は
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の

５
年
間
で
あ
る
。

　

久
留
米
大
学
医
学
部
外

科
学
講
座
の
白
水
和
雄
主

任
教
授
が
、
本
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ

れ
、
４
月
１
日
か
ら
、
准

教
授
で
あ
っ
た
「
赤
木
由

人
氏
」
が
就
任
し
た
。

　

こ
の
就
任
に
先
立
ち
、

３
月
25
日
か
ら
27
日
に
私

と
大
野
院
長
と
で
、
白
水

主
任
教
授
へ
の
こ
れ
ま
で

の
医
師
派
遣
に
対
す
る
お

礼
と
、
次
期
主
任
教
授
の

赤
木
先
生
へ
の
ご
挨
拶
並

び
に
今
後
の
本
町
へ
の
医

師
派
遣
の
お
願
い
を
し
、

理
解
を
い
た
だ
い
た
。

星野内科主任教授（中央）が来町

外
科
も
教
育
関

連
診
療
科
に

外
科
学
講
座
の

主
任
教
授
に
赤

木
教
授
が
就
任

　

昨
年
７
月
、
内
科
学
講

座
・
主
任
教
授
に
就
任
さ

れ
た
星
野
先
生
が
歴
代
主

任
教
授
で
は
初
め
て
来
町

さ
れ
た
が
、
６
月
19
日

に
、
昨
年
10
月
の
「
教
育

関
連
診
療
科
の
認
定
」
に

よ
る
認
定
病
院
の
現
状
視

察
や
、
派
遣
医
師
と
の
懇

談
の
た
め
再
び
来
町
さ
れ

る
。こ
の
来
町
の
際
に
は
、

標
津
病
院
の
入
院
患
者
へ

の
病
棟
回
診
や
医
師
や
看

護
師
と
の
検
討
会
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
標
津
町
及

び
標
津
病
院
に
と
っ
て
画

期
的
で
あ
り
、
光
栄
な
こ

と
で
あ
る
。

（
５
月
15
日
臨
時
会
）

星
野
教
授
が
来

町
さ
れ
、病
棟

回
診
や
病
院
関

係
者
と
検
討
会

を
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一般会計の補正予算
主なもの （単位：千円）

項　目 金　額 内　容

社会保障・税番号制度シス
テム整備事業 4,603

住基システム及び総合宛名シ
ステムは全額国庫補助、地方
税システムは2/3国庫補助

日本で最も美しい村連合
活動経費 576 平成27年度美瑛町での「世界大会」の戦略・準備経費

障がい者就労支援施設設
備整備費助成事業 360 キラリ工房の車両購入費の自己負担分の1/2を助成

病院会計繰出金 17,968 病院のスプリンクラー整備費の補助残

海岸漂着物地域対策推進
事業 9,090 海岸漂着流木の処理費用（全額道補助）

しべつ「海の公園」オート
キャンプ場汚水管補修事業 723 破損した汚水管の修繕

児童向けふれあい図書
コーナー設置事業 300 ３月に寄付を受けた絵本コーナー設置

学校給食センター機器補
修事業 756 残菜処理粉砕機の故障による部品の交換

議決を求める案件

同意案件

意見書
○�義務教育費国庫負担制度
堅持・負担率１／２への
復元、「30人以下学級」
の実現をめざす教職員定
数改善、就学保障充実な
ど2015年度国家予算編
成における教育予算確
保・拡充に向けた意見書
提 出 者

大垣　　勇 議員

○��地方財政の充実・強化
を求める意見書
提 出 者

大垣　　勇 議員

○��「手話言語法（仮称）」制
定を求める意見書
提 出 者
文教福祉建設常任委員長

石橋　昌幸 　　

○�規制改革会議意見書の
取扱いに関する意見書
提 出 者
議会運営委員長

藤巻　国治 　　

人権擁護委員
佐藤　　強

標津町字川北
南１線西１番地６
任期
法務大臣の委嘱の日から
３年間

●�標津町過疎地域自立促進市町村
計画の変更
　白樺斎場建設事業外１件の追加
●�辺地に係る公共的施設の総合整

備計画の変更
　�スクールバス購入事業外３件の
追加

など

 渡部　英徳
生年月日
昭和51年４月26日
住所
標津町字川北2449番地

議会推薦の
農業委員会
委員を決定

金山地域休養施設等特別会計補正
金山スキー場管理棟屋根張替え工事　1,070（公有建物共済保険料を充当）
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平成26年第２回定例会（６月11日）で４議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい

小　川　悠　治　議員	 6ページ
　●  標津川堤内公園の管理について

石　橋　昌　幸　議員	 7ページ
　●  孤立生活者と孤立死を考える件について
　●  標津に住みつづけられる環境作りが必要な件について

稗　貫　隆　樹　議員	 5ページ
　●  標津町の児童生徒の学力向上を図る取り組みについて
　●  標津町における社会教育・社会体育の果たす役割について

吉　田　　　智　議員	 8ページ
　●  NIE教育に新聞を「生かせ新聞の有効性を」

一　般　質　問

〜標津町議会定例会の様子〜
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問
「
学
力
向
上
」
に
つ

い
て
「
見
え
る
学
校
」

「
見
え
る
実
践
」
と
い
う

視
点
か
ら
、
本
町
児
童
生

徒
の
学
力
の
現
状
、
レ
ベ

ル
に
つ
い
て
ど
う
と
ら
え

て
い
る
か
、
ま
た
「
学
力

向
上
」
に
向
け
た
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
の
具
体
的

内
容
、
現
場
へ
の
指
導
や

現
状
と
越
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
・
課
題

及
び
今
後
の
対
策
は
。

　

秋
田
県
は
全
国
学
力
テ

ス
ト
に
お
い
て
常
に
上
位

に
位
置
し
て
い
る
。
本
町稗貫　隆樹 議員

学
力
向
上
に
む
け
た

取
り
組
み
や
課
題
は

「
標
津
型
学
習
ス
タ
イ
ル
」で

生
き
る
力
の
向
上
を

社
会
教
育
、社
会
体
育
の

現
状
や
助
成
の
内
容
は

可
能
な
サ
ポ
ー
ト
は
実
施
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り

「
生
き
が
い
」
作
り
だ
。

文
化
サ
ー
ク
ル
の
登
録
は

３
１
５
名
だ
が
文
化
祭
の

参
加
状
況
か
ら
実
際
に
は

も
っ
と
多
い
と
考
え
ら
れ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

２
２
４
名
、
体
育
協
会
の

登
録
は
６
２
８
名
だ
が
少

年
団
は
減
少
し
て
い
る
。

少
子
化
が
影
響
し
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
は
し
て
い

く
。

く
、
誰
と
で
も
仲
良
く
、

勉
強
も
で
き
て
将
来
役
に

立
つ
子
供
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

れ
が
「
生
き
る
力
」
で
あ

る
。

　

当
町
で
は
そ
の
こ
と
を

柱
に
教
育
行
政
を
進
め
て

い
る
。

　

標
津
町
で
は
独
自
に
小

学
校
２
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
ま
で
の
学
力
調
査

を
し
、
個
々
の
児
童
生
徒

の
到
達
度
や
全
国
レ
ベ
ル

と
の
比
較
を
し
な
が
ら
、

き
め
細
や
か
な
教
科
指
導

に
生
か
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
『
標
津
型
学
習
ス

タ
イ
ル
』
す
な
わ
ち
①

「
い
つ
ま
で
も
わ
か
ら
な

い
」
こ
と
が
な
い
よ
う
に

②
生
活
面
で
も
し
っ
か
り

指
導
③
保
育
園
か
ら
高
校

ま
で
集
ま
っ
て
研
究
や
研

修
し
て
交
流
し
て
い
る
。

　

先
進
地
秋
田
県
と
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
先
生

を
派
遣
し
、
交
流
を
し
て

い
る
。
今
年
も
２
名
の
先

生
を
迎
え
て
町
内
の
教
員

の
学
ん
で
い
く
場
を
提
供

し
て
い
く
。

の
先
生
が
秋
田
県
の
教
育

現
場
を
視
察
し
研
修
し
て

い
る
が
、
本
町
教
育
へ
の

フ
イ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
具
体

的
な
実
践
、
現
時
点
で
の

成
果
や
今
後
の
課
題
は
。

答
教
育
長
　
学
力
の
と

ら
え
方
で
見
え
る
学
力
と

見
え
な
い
学
力
が
あ
る
。

見
え
る
学
力
は
計
画
に
基

づ
い
て
、
あ
る
程
度
評
価

で
き
る
学
力
で
あ
り
、
見

え
な
い
学
力
と
は
個
々
の

人
格
形
成
に
大
き
く
影
響

し
て
い
く
も
の
。
幼
児
期

か
ら
成
人
に
な
り
、
子
供

を
育
て
て
い
く
「
人
生
サ

イ
ク
ル
」
の
中
で
「
ふ
る

さ
と
」
と
言
う
の
は
人
格

形
成
の
上
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　

親
の
願
い
は
元
気
よ

問
標
津
町
の
社
会
教
育

や
社
会
体
育
の
実
態
と
町

と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
助
成

の
内
容
は
、
標
津
町
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
の

最
終
年
を
迎
え
、
町
と
し

て
今
後
の
望
ま
し
い
、
あ

る
い
は
可
能
な
支
援
体
制

は
。

答

教
育
長
　
社
会
教

育
・
体
育
の
活
性
化
は
事

業
を
こ
な
す
だ
け
で
は
な

く
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
参
加
し
て
い
け
る
の

ICPを活用した授業風景
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２
３
０
本
を
植
え
た
が
ほ

ぼ
全
滅
に
近
い
。
原
因
と

し
て
は
、
気
象
条
件
の

他
、
鹿
の
食
害
や
雪
害
が

予
想
さ
れ
る
。
成
木
を

持
っ
て
く
れ
ば
鹿
の
食
害

も
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る

が
相
当
の
金
額
が
か
か

る
。

問
平
成
７
年
に
標
津
川

堤
防
に
桜
つ
つ
み
が
造
ら

れ
、
続
い
て
平
成
12
年
堤

防
内
の
公
園
整
備
後
、
平

成
20
年
か
ら
堤
内
公
園
に

町
制
施
行
50
周
年
記
念
な

ど
各
種
記
念
植
樹
が
さ
れ

て
き
た
が
、
公
園
北
側
に

植
樹
さ
れ
た
桜
苗
木
が
ほ

ぼ
全
滅
で
む
ご
た
ら
し
い

情
景
で
あ
る
。

答
東
京
標
津
会
30
周
年

記
念
、
役
場
Ｏ
Ｂ
会
、
関

東
地
方
の
高
校
３
校
の
修

学
旅
行
記
念
、
中
標
津
建

築
士
会
な
ど
が
桜
苗
木

問
各
団
体
が
思
い
を
込

め
た
植
樹
の
中
に
、
不
登

校
な
ど
苦
難
を
乗
り
越
え

て
学
ん
で
い
る
関
東
の
３

高
校
の
修
学
旅
行
記
念

植
樹
も
あ
り
、
ほ
ぼ
全
滅

で
、
記
念
看
板
だ
け
が
む

な
し
く
残
っ
て
い
る
。
い

つ
の
日
か
標
津
を
訪
ね
た

時
ど
れ
ほ
ど
傷
が
つ
く
か

と
思
う
と
心
が
痛
む
。
植

樹
者
の
心
に
傷
が
つ
か
な

い
対
応
を
願
い
た
い
。

問
当
初
、
堤
防
に
成
木

植
栽
さ
れ
た
桜
（
現
在
推

定
５
５
０
本
）
は
、
今
年

も
見
事
に
咲
い
て
い
る
。

堤
内
公
園
は
景
観
も
す

ば
ら
し
く
、
桜
苗
木
が
難

し
け
れ
ば
サ
ー
モ
ン
パ
ー

ク
と
連
動
す
る
草
原
の
散

策
路
と
し
て
町
民
の
健
康

と
憩
い
の
場
所
と
も
な
る

小川　悠治 議員

標
津
川
堤
内
公
園
、

記
念
植
樹
の
桜
が
ほ
ぼ
全
滅

町
政
50
周
年
記
念
植
樹
他
、

鹿
の
食
害
や
雪
害
か

修
学
旅
行
記
念
植
樹
、

看
板
だ
け
が
む
な
し
く

堤
内
公
園
は
草
原
散
策
路
と
し
て

素
晴
ら
し
い
景
観

心
を
痛
め
る
、対
応
し
た
い

当
初
と
水
辺
環
境
が
か
な
り
違
っ

て
い
る
の
で
対
応
を
検
討
し
た
い

答
植
え
た
木
が
跡
形
も

な
く
な
っ
た
と
聞
く
と
心

を
痛
め
る
。
反
省
し
、
前

向
き
に
桜
つ
つ
み
回
復
事

業
を
位
置
づ
け
て
検
討
し

た
い
。

が
。

答
桜
つ
つ
み
散
策
コ
ー

ス
の
全
体
的
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
、
堤
内
公
園
の

水
辺
の
環
境
が
整
備
当
初

と
か
な
り
違
っ
て
い
る
。

財
政
事
情
も
あ
り
当
面
の

措
置
を
維
持
す
る
中
で
散

策
や
景
観
の
維
持
に
努
め

た
い
。

平成20年  町制施行50年記念植樹箇所

修学旅行記念植樹箇所

堤内公園
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問
外
の
人
と
話
も
し
な

い
。
電
話
が
か
か
っ
て
こ

な
い
。
又
は
か
け
な
い
。

こ
の
よ
う
に
心
配
し
て
も

ら
え
な
い
生
活
を
送
っ
て

い
る
よ
う
な
方
は
こ
の
標

津
に
少
な
か
ら
ず
居
る
。

最
悪
、
孤
立
死
へ
と
な
ら

な
い
た
め
、
行
政
と
町
内

会
で
見
守
っ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
独
居
老

人
・
老
夫
婦
・
母
子
世
帯
・

身
体
障
が
い
者
世
帯
・
知

的
障
が
い
者
世
帯
・
介
護

認
定
さ
れ
て
い
な
い
方

な
ど
、
つ
ま
り
サ
ー
ビ

問
国
が
推
し
進
め
た
政

策
で
円
安
と
な
り
、
物
価

が
跳
ね
上
が
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
時
期
に
消
費
税
が

増
税
と
な
り
、低
所
得
者
・

子
育
て
世
帯
・
国
民
年
金

生
活
者
に
は
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
標
津
町

石橋　昌幸 議員

孤
立
生
活
者
と
孤
立
死
を
考
え
る

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

見
直
し
必
要

地
域
で
支
え
合
う
体
制
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る

標
津
に
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
が
必
要

ス
利
用
し
て
い
な
い
方
。

町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
さ
れ
な
い
方

な
ど
が
貧
困
も
重
な
り
一

部
自
己
負
担
の
あ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
が
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
な
く
し
孤

立
化
を
よ
り
進
め
る
。
こ

の
先
、
認
知
症
や
要
介
護

の
人
、
一
人
暮
ら
し
の
人

も
増
加
し
て
く
る
。
地
域

で
人
と
人
が
日
常
に
支
え

合
う
関
係
が
大
切
。
町
内

会
、
民
生
委
員
、
新
ふ
る

さ
と
づ
く
り
協
働
推
進
職

員
、
カ
ウ
モ
ン
号
な
ど
の

見
守
り
が
必
要
。

答
平
成
24
年
か
ら
こ
の

３
年
間
の
間
に
孤
立
死
が

こ
の
標
津
町
で
四
件
起
き

て
い
る
。
全
員
が
男
性
の

の
消
費
税
の
対
応
と
し
て

は
原
則
的
に
３
％
を
転
嫁

す
る
。
高
齢
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
は
段
階
的
引
き

上
げ
、
医
療
機
関
の
初
・

再
診
療
が
値
上
す
る
。
国

民
年
金
の
引
き
上
げ
、
受

給
は
減
額
と
な
る
。
受
給

方
で
数
日
が
た
っ
て
誰
に

も
発
見
さ
れ
ず
に
い
た
。

こ
の
よ
う
な
事
を
ど
う

無
く
す
か
、
町
と
し
て
政

策
を
講
じ
て
い
る
。
ま
ず

消
防
署
に
直
接
つ
な
が
る

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸

付
、
標
津
福
祉
会
の
委
託

事
業
で
食
事
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
（
有
料
）
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
サ
ロ
ン
活

動
、
町
内
会
と
地
域
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、
福

祉
協
力
員
の
見
回
り
、
地

域
包
括
員
の
家
庭
訪
問
、

民
生
委
員
の
協
力
な
ど
で

あ
る
。
し
か
し
、
生
活
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
っ

て
い
る
と
言
え
ば
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
な
ど
の
壁
を
考
慮

し
、
孤
立
生
活
者
を
見

守
っ
て
い
く
。
そ
し
て
産

業
作
り
が
雇
用
を
生
み
、

介
護
流
出
、
通
院
流
出
、

人
口
流
出
な
ど
に
も
影
響

す
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て

取
り
掛
っ
て
い
く
。

者
は
厚
生
年
金
の
格
差
を

切
実
に
感
じ
て
い
る
が
、

こ
の
地
の
行
政
を
頼
り
に

生
活
し
て
い
る
。

答
年
金
生
活
者
の
方
々

を
始
め
と
し
て
、
国
民
生

活
の
安
定
に
資
す
る
強
力

な
対
策
を
国
に
求
め
る
。

ま
た
地
方
自
治
体
の
責

務
と
し
て
住
民
生
活
の
安

全
安
心
を
願
う
国
の
対
策

の
推
進
と
と
も
に
年
金
生

活
者
・
生
活
困
窮
者
に
対

す
る
生
活
支
援
と
し
て
、

各
種
負
担
の
減
免
、
軽
減

制
度
や
公
的
補
助
、
諸
々

の
助
成
制
度
や
寄
付
補
助

等
々
の
町
の
制
度
を
的
確

な
数
値
を
計
る
と
と
も
に

本
当
に
困
っ
て
い
る
人
が

気
楽
に
相
談
で
き
る
体
制

の
整
備
が
必
要
。
経
済
的

な
生
活
困
窮
と
い
う
事
で

は
な
く
、
弱
者
の
方
々
が

地
域
で
支
え
合
う
体
制
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
町
内

会
、
社
会
福
祉
関
係
機

関
、
団
体
等
と
連
携
を
密

に
し
、
対
処
し
て
い
く
。
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吉田　智 議員

※NIE：N
●

ewspaper I
●

n E
●

ducation　教育に新聞の有効性を取り入れる活動
　　　　〜教育に新聞を〜

生
か
せ
！

新
聞
の
有
効
性
を

〜
教
育
に

　
新
聞
を
〜

言
語
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
行
く

参考資料２

参考資料１

参考資料３

解答例

解答例

　ワールドカップ後の１試合あたりの観客数を求めるために、観
客数を試合数で割ると33000÷３＝11000で、約11000人と
なる。次に、約何倍になっているかを求めるために、ワールド
カップ後の１試合あたりの観客数をワールドカップ前の１試合あ
たりの観客数で割ると11000÷1100＝10で、約10倍となる。

芝は張り替え後４～５年で最も状態
が良くなるため、日本でラグビーＷ
杯が開かれる2019年から逆算する
と、14、15年度に張り替えるのが
最良であると考えたから。

「丁寧に」という言葉から、筆者は
芝の敷き詰め方が良かったと考えて
いることがわかる。

設問の狙い
⃝�文章を読んで、内容を正確に理解するとともに、表現の仕方から筆者の意図を

考えることができる。

（約）10（倍）

約 11000
10倍

答
教
育
長　

活
字
に
馴

染
む
こ
と
が
、
学
力
向
上

に
繋
が
る
。
活
字
離
れ
を

解
消
す
る
為
に
、
後
れ
馳

な
が
ら
、
26
年
度
よ
り
、

新
聞
を
各
学
校
の
廊
下
等

に
配
置
し
、
子
供
達
が
自

由
に
閲
読
で
き
る
様
に
し

た
。　

　

又
、
授
業
に
も
取
り
入

れ
、
大
き
な
タ
イ
ム
ス
パ

ン
で
、
言
語
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
行
く
。

問
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
に
お
い
て
、
北
海

道
の
学
力
危
機
が
指
摘
さ

れ
て
久
し
い
。
語ご

彙い

力り
ょ
く

不

足
か
ら
、参
考
資
料
１
の

様
な
算
数
の
文
章
題
の
意

味
が
わ
か
ら
な
い
。
答
え

は
わ
か
っ
て
も　
解
答
例

の
様
な
記
述
が
で
き
な

い
。
又 

参
考
資
料
２ 

の

如
く
、
簡
単
な
漢
字
を
書

く
力
も
不
足
し
て
い
る
。

語
彙
力
の
な
い
ま
ま
の
学

力
向
上
は
な
い
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
道
新
が
毎

月
末
最
終
月
曜
日
に
教
育

欄
に
て
特
集
を
組
ん
で

い
る 

※  

Ｎ
Ｉ
Ｅ
：
教
育

に
新
聞
を  

を
取
り
入
れ

て 

参
考
資
料
３ 

の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
等
を
利
用
し
、

語
彙
の
宝
庫
で
あ
る
新
聞

の
有
効
性
を
生
か
し
活
字

に
馴
染
む
所
か
ら
始
め
て

は
如
何
か
？
（
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
の
先
進
地
の
当
町
に

お
い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
利
用
し
、
電
子
新

聞
・
電
子
書
籍
を
活
用

し
、
活
字
離
れ
を
解
消
し

て
行
く
事
も
一
案
で
あ
ろ

う
）	

解答例
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文教福祉建設常任委員会
所管事務調査報告

総務経済常任委員会
所管事務調査報告

町内行政視察（４月17日）

教育施設の衛生環境に関して
調査項目

北海道町村議会議員研修会（７月４〜５日）
法政大学法学部教授　  廣瀬  克哉  氏
読売新聞特別編集委員  橋本  五郎  氏

調
査
項
目

講　
演

　

４
月
17
日
に
当
委
員
会

は
教
育
施
設
の
衛
生
環

境
に
関
し
て
①
標
津
中
学

校
②
川
北
小
学
校
③
川
北

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
④
川

北
体
育
館
⑤
総
合
体
育
館

⑥
鳩
ケ
丘
体
育
館
⑦
文
化

ホ
ー
ル
の
各
衛
生
施
設

（
ト
イ
レ
施
設
）
の
行
政

視
察
を
し
た
。

　

標
津
中
学
校
は
平
成
25

年
に
大
規
模
改
修
を
終
え

ま
し
た
。

　

川
北
小
学
校
は
本
年
度

　

7
月
4
日
～
5
日
に
北

海
道
町
村
議
会
議
員
研
修

会
に
参
加
し
て
貴
重
な
研

修
の
機
会
を
得
た
。　

　

札
幌
市
白
石
区
の
札
幌

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
研
修

会
は
、
最
初
に
『
議
会
改

革
の
こ
れ
か
ら
』
と
題
し

て
、
法
政
大
学
法
学
部
教

授　

廣
瀬
克
哉
氏
の
講
演

で
始
ま
っ
た
。
①
自
己
決

定
＆
自
己
責
任
②
議
会
改

革
の
広
が
り
③
議
会
が
住

民
に
見
え
て
い
な
い
④
議

会
基
本
条
例
の
存
在
意
義

⑤
住
民
の
期
待
と
は
等
々

と
続
い
た
。

　

大
き
な
問
題
と
し
て
、

議
会
の
使
命
（
ミ
ッ
シ
ョ

ン
）
の
イ
メ
ー
ジ
が
社
会

で
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
あ
る
と
指
摘
し
、
議

会
改
革
の
第
2
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

し
て 

「
機
関
意
思
」
を

固
め
て
い
く
の
か
が
重
要

で
あ
り
、
「
全
会
派
一
致

し
て
の
議
会
の
機
関
決

定
」
を
戦
略
と
し
て
た
て

る
こ
と
が
大
切
と
結
ん

だ
。　

　

次
に
読
売
新
聞
特
別
編

集
委
員　

橋
本
五
郎
氏
の

講
演
が
続
い
た
。
『
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
政
治
』
を

テ
ー
マ
に
約
一
時
間
半
、

例
の
軽
妙
な
口
調
で
、
参

加
し
て
い
る
研
修
者
を
十

分
に
楽
し
ま
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

現
在
の
政
治
の
情
勢
、

そ
し
て
過
去
の
政
治
の

動
き
を
材
料
に
、
何
事
も

国
を
動
か
し
、
社
会
を
動

か
す
時
に
は
、
周
到
な
準

備
と
よ
り
丁
寧
な
プ
ロ
セ

ス
、
そ
し
て
や
る
と
き
に

は
断
固
実
行
す
る
と
い
う

強
い
意
志
が
必
要
で
あ
る

と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　
「
地
方
の
再
生
」、「
高

齢
者
の
資
源
の
活
用
」
も

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
と

ら
え
、
最
後
は
自
身
の
母

親
の
半
生
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
今
日
的
な
課
題
に

つ
な
げ
て
み
る
等
、
流
石

に
聞
い
て
い
る
者
を
引
き

つ
け
る
講
演
で
あ
っ
た
。

改
修
さ
れ
る
。
標
津
小
学

校
は
平
成
27
年
に
改
修
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

川北小学校 標津中学校



しべつ議会だより　10

　

私
達
４
人
が
広
報
特
別
委

員
に
就
き
「
標
津
議
会
だ
よ

り
」
発
行
に
携
わ
っ
て
3
年

間
経
過
し
、
残
り
２
回
を
残

す
だ
け
に
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
「
読
ん
で
い
た

だ
け
る
」
議
会
だ
よ
り
を
目

指
し
、
努
力
し
て
き
た
つ
も

り
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
反
省

点
が
多
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、「
秘
密
保
護
法
」に

続
い
て「
集
団
的
自
衛
権
」

戦
争
の
で
き
る
国
に
回
帰
を

心
配
す
る
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
の
で
は
。（

大
垣
　
勇
）

編集室議
　
　
長
　
田
中
　
孝
幸

 

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
大
垣
　
　
勇

副
委
員
長
　
南
　
　
憲
治

委
　
　
員
　
石
橋
　
昌
幸

委
　
　
員
　
吉
田
　
　
智

大
切
な

　「
あ
な
た
と
わ
た
し
」

標
津
郵
便
局
長
　
山
口
　
靖
浩

寄稿

・標津町議会ホームページ…http://www.shibetsutown/gikai.html
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

四
年
前
の
、
平
成
二
二

年
九
月
に
行
わ
れ
た
「
第

五
十
回
北
海
道
社
会
教
育
研

究
大
会
」
の
記
念
講
演
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
詩

人
で
あ
る
「
金
子
み
す
ゞ
」

記
念
館
館
長
の
矢
崎
節
夫
さ

ん
の
講
演
で
し
た
が
、
金
子

み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
を
通
し
て

見
え
る
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の

「
ま
な
ざ
し
の
話
」
で
し
た

が
、
本
当
に
印
象
深
く
、
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。　

金
子
さ
ん
の
作
品
で
、

「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
と
い

う
詩
で
す
が
、

私
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

お
空
は
ち
っ
と
も
飛
べ
な
い
が
、

飛
べ
る
小
鳥
は
私
の
よ
う
に
、　

地じ

面べ
た

を
速は
や

く
は
走
れ
な
い
。

私
が
体
を
ゆ
す
っ
て
も
、

き
れ
い
な
音
は
出
な
い
け
ど
、

あ
の
鳴
る
鈴
は
私
の
よ
う
に

た
く
さ
ん
な
唄
は
知
ら
な
い
よ
。

鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
私
、

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

矢
崎
さ
ん
は
こ
の
詩
で

大
切
な
の
は
、

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み

ん
な
い
い
」
の
一
行
前
は
、

「
鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か

ら
私
、」
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
詩
の
タ
イ
ト
ル
は
「
私

と
…
」か
ら
始
り
最
後
は「
鈴

と
、
…
」
で
位
置
が
ひ
っ
く

り
返
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
「
わ
た
し
と
あ

な
た
」
が
「
あ
な
た
と
わ
た

し
」
に
か
わ
る
。

わ
た
し
と
い
う
人
間
は
、

こ
の
世
の
中
で
一
番
大
切
な

存
在
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
私

だ
け
で
は
成
り
立
っ
て
い
な

い
こ
と
を
私
た
ち
は
忘
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

自
分
を
後
に
置
く
こ
と

よ
っ
て
見
え
て
く
る
も
の
が

違
っ
て
く
る
。
や
さ
し
い
ま

な
ざ
し
に
な
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
。
金
子
み
す
ゞ

さ
ん
は
、
多
く
の
詩
を
通

し
て
、「
す
べ
て
の
も
の
が

あ
っ
て
わ
た
し
が
い
る
。
一

つ
と
し
て
無
駄
な
も
の
は
な

い
。
み
ん
な
が
光
り
輝
く
存

在
だ
」
と
い
う
こ
と
を
私
た

ち
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

日
常
の
生
活
の
中
で
、

私
た
ち
は
無
意
識
に
「
わ
た

し
と
あ
な
た
」
に
な
っ
て
い

ま
す
。「
あ
な
た
と
わ
た
し
」

に
置
き
換
え
た
と
き
は
じ
め

て
一
人
で
生
き
て
い
な
い
こ

と
を
感
じ
る
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

ま
た
、
別
の
作
品
に
「
大

漁
」と
い
う
詩
が
あ
り
ま
す
。

朝
焼
小
焼
だ

大た
い
り
ょ
う
漁
だ

大お
お

羽ば

鰮い
わ
しの

大
漁
だ
。

浜
は
祭
り
の

よ
う
だ
け
ど

海
の
な
か
で
は

何
万
の

鰮い
わ
しの
と
む
ら
い

す
る
だ
ろ
う
。

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
「
ま

な
ざ
し
で
」
で
見
る
と
「
わ

た
し
と
鰮
」
が
「
鰮
と
わ
た

し
」
に
な
り
、
私
た
ち
は
生

き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
命
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

偉
そ
う
な
こ
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
私
も
こ
の
生
か

さ
れ
て
い
る
命
を
大
切
に
、

そ
し
て
楽
し
い
人
生
を
送
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金子みすゞ
（かねこみすず）
（童謡詩人）
1903〜1930年


